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呼吸音アレルギーを解決してみたい

ストライダー (stridor)って？

ストライダー（stridor）は通常、高音域の単調な吸気雑音で、
麻痺や虚脱した喉頭など硬い構造による急速気流が原因
喉頭腫瘤、気道狭窄・低形成・外圧・腫瘤などによる固定性の
上気道閉塞がある動物でも聴取される
閉塞部位は喉頭から頸部～胸腔内気管まで様々
大きな腫瘤により気道閉塞を起こす重度例では、吸気時と呼気
時の両相性にストライダーが生じることもあり
頸部気管虚脱においてもストライダーが聴取されることがあり
ます

Johnson, L. R. (2020). Canine and feline respiratory medicine (Second edition.). Wiley-Blackwell.
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上上気道閉塞を起こす原因となるもの

・腫瘍（鼻咽頭、喉頭）
・異物による気道閉塞
・神経性（喉頭麻痺）
・外傷（気管、喉頭）
・内分泌疾患
・（甲状腺、コルチゾール分泌異常など）
・短頭種気道症候群
（構造的異常：外鼻孔狭窄、喉頭虚脱、咽頭
虚脱、気管低形成）
・喉頭蓋後傾
・浮腫、炎症、感染（咽頭、喉頭、気管）
・高体温（呼吸促迫を呈する）
＊異物による食道閉塞
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Today’s Lecture Highlights

喉頭蓋
・喉頭蓋後傾

喉頭
・喉頭虚脱
・喉頭麻痺
・喉頭腫瘤（喉頭炎・喉頭腫瘍）

気管狭窄
・気管腫瘤（腫瘍、肉芽）

画像診断による検査（綺麗な画像を撮る！）

⇨病態を把握し、症状と矛盾しないか確認するための検査

画像診断のPoint
綺麗な画像を撮影・できるだけストレスをかけない・丁寧な検査
内視鏡検査は治療も兼ねることがあるため事前の準備を入念に
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第二頸椎

食道上部括約筋
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軟口蓋
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注意したいX線撮影
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犬の透視検査

咽頭内視鏡検査

犬 猫
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喉頭内視鏡検査

猫犬

甲状軟骨

喉
頭
口

高輝度線状陰影
（声帯靭帯）

喉頭周囲
組織

喉頭超音波検査

JBVP特別セミナー

無断配布・複製・転載禁止 主催：一般社団法人 日本臨床獣医学フォーラム



最近の喉頭蓋後傾に対する診断と治療

ストライダー
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喉頭蓋後傾
喉頭蓋の動的または持続的な後傾/尾側変位および喉頭蓋の閉塞を特徴
喉頭蓋骨折または軟化、甲状腺機能低下症に関連する末梢神経障害、舌下/舌咽神経
変性を含むいくつかの理論が提案されているが、病因は不明
Leonardらは喉頭蓋の筋肉が喉頭蓋を吻側および腹側に引き寄せて、吸気中に発生
する負圧に対抗できないことが原因と考えている2)
14匹の犬（58.3％）は診断時に8歳以上であり、6匹の犬（25％）は4～7歳であり、
4匹の犬（16.7％）は3歳未満  
本疾患を有する症例の56％～79.1%で上部気道疾患が確認されており、軟口蓋過長、
喉頭虚脱、喉頭麻痺、咽頭虚脱などが認められていることから、喉頭蓋後傾がみら
れる動物では他の関連する上部気道閉塞疾患の精査が必要
クッシング症候群によるERの報告もあり5)
透視検査による診断精度は43.75%3)

適切な診断法、治療法は確立されていない
1)Flanders et al. 2009 2) Leonard .1989
3)Mullins et al. 2019 4) Skerrett et al. 2015
5)K.Nakamura et.al 2022 

喉頭蓋後傾の病態生理
病理学的検査で喉頭蓋軟骨の変性や粘膜の浮腫がみられた

人の喉頭軟化症における報告
吸気時の粘膜外傷による粘膜浮腫が組織学的に実証されている
成人の喉頭蓋の倒れ込みによる呼吸障害において喉頭蓋軟骨の変性がみられた
成人発症の運動誘発性喉頭閉塞症には労作時のベンチュリー効果*が影響

喉頭蓋亜全切除を実施した犬の喉頭蓋の病理組織学的検査
潰瘍性喉頭蓋炎、肉芽組織形成、軟骨の崩壊、石灰化

S Ayari. et al.(2012) , Shi Y. et al.(2014)  , Tanaka A. et al.(2017）

S.C. Skerrett. et al.(2015)

＊ベンチュリー効果とは、ベルヌーイの定理から算出され、
空気や水などの流体が勢いよく流れた際に
流体周辺の圧力が低くなることで周囲の物質を引き付ける現象

検査
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喉頭蓋後傾

喉頭蓋後傾＋右側喉頭麻痺
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喉頭下垂＋喉頭蓋後傾

喉喉頭虚脱のStage分類

StageⅠ
：喉頭小嚢の外転.さらに進行すると披裂軟骨の楔状突起ならびに小角突起が歪む
StageⅡ
：披裂軟骨の楔状突起が内側へ逸脱し喉頭口腹側を閉塞する
StageⅢ
：披裂軟骨小角突起が硬さを失い、内側へ逸脱し、喉頭口背側を閉塞する状態

重症度
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ストライダー（Stridor）

喉頭虚脱 StageⅡ＋喉頭小嚢
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喉頭虚脱StageⅢ＋喉頭軟化症
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ストライダー（Stridor）

どどうして喉頭が開かなくなるの？

喉頭麻痺（先天性・後天性）
・不全麻痺
・片側麻痺（右側・左側）
・両側麻痺
・麻痺および虚脱（LPLC）
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確確認すべき所見

・食道拡張
・胃拡張
・誤嚥性肺炎

治療方針が変わる
可能性があるため

左側の片側喉頭麻痺
大型犬の場合

・左の披裂軟骨は吸気時に外転
していない

・左側の声帯は張りを失い、吸気時
に内転している
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両側性喉頭麻痺

・左右の披裂軟骨は吸気時に外転
していない

・Paradoxical movement（＋）

・声帯は緊張感なく動いている

・喉頭炎、腫瘍性疾患は除外する

喉頭麻痺および喉頭虚脱
（LPLC）

・左右の披裂軟骨は吸気時に外転
していない

・披裂軟骨は正中で接触しており
喉頭虚脱を引き起こしている

・Paradoxical movement（＋）
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喉頭の腫瘤性病変
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6頭の猫と1頭の犬の喉頭腫瘤に対して超音波検査
および針吸引生検を実施した報告

・喉頭嚢胞は無エコーで描出されており声門裂のガス所見は
左側に変位していることが確認できた

・扁平上皮癌では混合エコー所見で周囲への浸潤が認められた

・3例がリンパ腫と診断されており均一な低エコー所見

猫：喉頭リンパ腫

喉頭の動的評価は必須
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猫：喉頭扁平上皮癌

猫：喉頭炎
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猫：喉頭炎

喉頭虚脱StageⅠ＋喉頭腫瘤形成（肉芽形成）
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喉頭炎に伴う喉頭腫瘤
フレンチブルドッグ
一時気管切開実施後に紹介来院
当院では2019年から治療した
7例/213例（3%）で確認

喉頭虚脱StageⅠ＋喉頭腫瘤形成（肉芽形成）

気管狭窄（生命に関わる状況に陥る）

気管狭窄の原因
外傷や気管吻合後の瘢痕狭窄
虚脱（W shaped type of TC）
管外性圧迫
気管低形成
気管内腫瘤性病変

OPU-VMC

気管狭窄に対する治療法

外科療法

バルーン拡張術

気管内ステント設置術

猫の気管狭窄（腫瘍性/非腫瘍性）に対するTracheal stent設置
現存する報告は3報 5症例(全てUncovered Stent)
➡2例が腫瘍性（腺癌、気管癌）、3例が非腫瘍性（外傷性、原発性）

William. T. N. (2007)
S. Scherer. (2013)
Tanaka (2022)
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猫の気管内腫瘤
稀だが、生命を脅かす重篤な疾患（ストライダー、呼吸困難）
多くは腫瘍性病変であり、非腫瘍性病変は極めて稀
・リンパ腫、腺癌、扁平上皮癌、形質細胞腫、神経内分泌癌など
診断と治療

呼吸困難、喘鳴、チアノーゼ、咳嗽、運動不耐など
X線検査、透視検査、気管内視鏡検査

臨床兆候

画像検査

Zachary A.Miller, 2020

外科療法（切除/再吻合）、化学療法、放射線療法
内視鏡切除/減容積、Tracheal stent設置術治療方法

気管内腫瘍（リンパ腫）
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気気管腫瘤のX線撮影について

リリンパ腫による気管狭窄
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腺腺癌による気管狭窄
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肉肉芽形成による気管狭窄
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